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経済活動指数(IMACEC)

前年同月比 12ヶ月移動平均 3ヶ月移動平均
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消費者認識指数（右目盛）

2 0 1 8 年 ３ 月 1 9 日 

在 チリ日 本大 使 館 経済 班 

チリ経 済 情 勢 報 告 （2018年 ２月 ） 

 

 
１．経 済 指 標  
（１） 経 済 活 動 指 数 （ IM ACEC ） － 前

年 同 月 比 3.9％増 －  
１ 月 の IMACECは 前 年 同 月 比 3.9 ％ ，

季 節 調 整 済 前 月 比 は0.8％となり，順 調

な 回 復 を 続 け て い る 。 中 銀 に よ る と ， 前

年 に 比 べ て 営 業 日 数 が １ 日 多 か っ た 。

鉱 業 は 前 年 同 月 比 8.6 ％ と 引 き 続 き 好

調 で，鉱 業 以 外 の業 種 も同 3.5％と回 復

し て お り ， 商 業 ， サ ー ビ ス 業 が 上 昇 し て

い る 。 な お ， 季 節 調 整 済 前 月 比 で は 鉱

業 は 5.1 ％ ， 非 鉱 業 部 門 は 0.4 ％ と な っ

た。 

中 銀 ア ン ケ ー ト に よ る ４ 月 の IMACEC の 予 想 は 前 年 同 月 比 3.3 ％ （ 中 央 値 ） と な っ て い

る。 

 

（２） 消 費 －改 善 している－  
①  １ 月 の 商 業 活 動 指 数 （ 実 質 ， INE

公 表 ） は ， 前 年 同 月 比 7.3 ％ と 好 調 で

あ っ た 。 同 指 数 の 小 売 業 （ 除 く 車 ） は

同 1.9％となった。 

②  １ 月 の ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 販 売 額

（ 実 質 ， INE 公 表 ） は ， 前 年 同 月 比

0.3％となった。 

③  12月 の商 業 販 売 額 （チリ商 工 会 議

所 公 表 ，サンティアゴ首 都 圏 ，暫 定 値 ）

＜概 要 ＞ 景 気 は回 復 している。  
● 消 費 は改 善 している。  
● 企 業 マインドは急 速 に上 昇 し，生 産 は回 復 している。  
● 失 業 率 は低 下 している。  
● 消 費 者 物 価 は上 昇 率 が低 下 している。  
● 貿 易 は黒 字 が拡 大 している。  
● 銅 価 格 が上 昇 し，為 替 は急 速 にペソが強 くなっており，株 価 も上 昇 している。  

先 行 きについては，銅 価 格 及 び為 替 の動 向 が国 内 経 済 に与 える影 響 に引 き続 き留

意 する必 要 がある。 
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（ポイント）
企業業況判断指数（IMCE）
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建築許可面積（３カ月移動平均前年同期比，％）

は，0.9％となった。 

④  11月 の消 費 者 認 識 指 数 （CEEN公 表 ）は111 . 1と前 月 （109 . 2 ）から回 復 している。現 状

指 数 は128 . 2（113 . 6），将 来 指 数 は105 .1（107 .9）となった。  

⑤  ２月 の新 車 販 売 台 数 は29,427台 （前 年 同 月 比 23.6％）となった。  

 

（３） 鉱 工 業 生 産 ，電 力 －回 復 してい

る－  
１月 の工 業 生 産 指 数 は，前 年 同 月 比

5.7 ％ と な っ た 。 セ ク タ ー 別 で は ， 自 動 車

が 35.6 ％ ， 化 学 が 18.2 ％ と 増 加 す る 一

方 ， 印 刷 製 品 が ▲ 42.0 ％ ， た ば こ が ▲

17 .9％と下 落 している。 

１ 月 の 鉱 業 生 産 指 数 は 前 年 同 月 比

5.9％，銅 生 産 量 は同 6.3％となった。 

1 月 の 電 力 指 数 は 前 年 同 月 比 2.2 ％

となった。 

 

（４） 企 業 の業 況 判 断 －好 調 －  
1 月 の IMCE （ 企 業 業 況 判 断 指 数 ） は

57 .38 ポ イ ン ト と ， 先 月 に 引 き 続 き 上 昇 し ，

前 月 差 は3.59ポイントとなった。内 訳 を見

ると，鉱 業 が64.95（前 月 差 1.99ポイント）

と上 昇 を 続 け ，商 業 が61.52（同 1 .44ポ イ

ント），製 造 業 も55.17 （同 5.02ポ イ ント ），

建 設 業 が48 .46（同 5.28ポイント）と総 じて

上 昇 している。 

 

（５） 不 動 産 － 住 宅 ・ 非 住 宅 と も に 下

落 している－  
１ 月 の 建 築 許 可 面 積 （ INE 公 表 ）は 前

年 同 月 比 ▲ 23.1 ％ （ 3 か 月 移 動 平 均 ） と

下 落 が 続 い て い る 。 内 訳 を 見 る と ， 住 居

が同 ▲23.4％，非 住 居 は同 ▲22 .1％と下

落 が続 いている。 

 

（６） 雇 用 －失 業 率 は低 下 している－  
１～３月 期 の失 業 率 は6.5％と，低 下 し

ている。前 年 同 期 比 で見 ると，労 働 力 人

口 は 244 , 861 人 増 加 （ 前 年 同 期 比
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(%) 消費者物価の動向

総合 コア 政策金利

インフレターゲット
（2～4％）

2 .8％），就 業 者 数 は203 ,452人 増 加 （同

2.5 ％ ） し ， 失 業 者 数 は 41 ,409 人 増 加

（同 7.6％） してい る。 就 業 者 数 を 職 業 別

に み る と ， 不 動 産 業 が 前 年 同 期 比

14 .9％，教 育 ・科 学 技 術 が同 11 .6％と増

加 す る 一 方 ， 管 理 業 が ▲ 7.0 ％ ， 電 気 ・

ガスが▲3.4％と減 少 している。 

１ 月 の 賃 金 は ， 名 目 は 前 年 同 月 比

3.9％，実 質 は同 1.7％となった。 

 

（７） 物 価 －上 昇 率 が低 下 している－  
１月 の消 費 者 物 価 指 数 （総 合 ）は，前

月 比 は0.5％，前 年 同 月 比 は2.2％となっ

た 。 品 目 別 に 前 年 同 月 比 の 動 き を み る

と 生 鮮 野 菜 果 物 （ 10 . 7 ％ ） ， 燃 料

（4.6％），アルコール・タバコ（4 .6％）が上

昇 している一 方 ，衣 料 品 ・靴 （▲6.0％），

通 信 （▲1.2％）と下 落 している。 

中 銀 ア ンケートに よる３月 の消 費 者 物

価 指 数 （ 総 合 ） の 予 想 は 前 月 比 0.4 ％ と

なってい る。イ ンフレ 期 待 は1 年 後 ：2 .6％

（前 月 2.6％），2年 後 ：3.0％（前 月 3.0％）であり，引 き続 き物 価 の回 復 には時 間 がかかる

と見 ている。 

12月 の生 産 者 物 価 （全 産 業 ）は，前 月 比 は0.4％，前 年 同 月 比 は8.4％となった。鉱 業

が上 昇 （前 年 同 月 比 13 .3％）し続 ける一 方 ，銅 以 外 の産 業 では伸 び率 が低 下 （同 4.0％）

しており，特 に農 耕 牧 畜 （同 ▲2.4％）と減 少 している。 

 

（８） 貿 易 －黒 字 が拡 大 している－  
①  ２ 月 の 輸 出 額 （ FOB ） は 63 . 5 億 ド ル

（ 前 年 同 月 比 36 .4 ％ ） と な っ た 。 内 訳 を

見 ると，鉱 業 品 34.5億 ドル（同 53 .6％），

農 林 水 産 品 7.3 億 ド ル （ 同 38 .8 ％ ） ， 製

造 業 品 21.7億 ドル（同 15 .2％）となった。

鉱 業 品 のうち銅 は32.1億 ドル（同 59 .1％）

となった。 

②  ２ 月 の 輸 入 額 （ FOB ） は 51 . 0 億 ド ル

（ 前 年 同 月 比 14 .3 ％ ） と な っ た 。 内 訳

（ CIF ） は ， 消 費 財 17 .4 億 ド ル （ 同

15 .2％），中 間 財 27 .7億 ドル（同 17 .1％），
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IPSAサンティアゴ主要株価指数（2002/12/30=1000）

資 本 財 9.2億 ドル（同 6.6％）となった。 

③  ２月 の貿 易 収 支 （FOB）は12 .5億 ドルの黒 字 となった。 

 

（９） 対 日 ・中 ・韓 貿 易  
①  対 日 貿 易 （FOB）：１月 の貿 易 額 は，輸 出 額 6.0億 ドル（前 年 同 月 比 ▲2.5％），輸 入 額

1.5億 ドル（同 5.6％），貿 易 総 額 では7.5億 ドル（同 ▲0.9％）となった。 

②  対 中 貿 易 （FOB）：１月 の貿 易 額 は，輸 出 額 21 .2億 ドル（前 年 同 月 比 33 .1％），輸 入 額

13 .8億 ドル（同 17 .7％），貿 易 総 額 では35.0億 ドル（同 26 .6％）となった。 

③  対 韓 貿 易 （FOB ）：１ 月 の貿 易 額 は， 輸 出 額 3.9億 ドル（前 年 同 月 比 24 .4％），輸 入 額

1.4億 ドル（同 ▲28.3％），貿 易 総 額 では5.3億 ドル（同 3.8％）となった。 

 

 

２．市 場 の動 き 

（１） 国 際 銅 価 格 －高 まっている－  
２ 月 の 国 際 銅 価 格 は 1ポ ンド 3 .1874 ドル （１ 日 ）

で 始 まり ， 月 末 に は3.1538 ドル （ 28 日 ） と 前 月 末

比 ▲2.1％で終 了 した。 

２ 月 の 銅 在 庫 は ， 678 ,942 ト ン （１ 日 ） で 始 ま り ，

月 末 に は 758 ,326 （ 28 日 ） と 前 月 末 か ら 増 加 し

た。 

 

（２） 為 替 －ペソが強 くなっている－  
２ 月 の 為 替 は， 1 ドル 603 . 25ペ ソ （１ 日 ） で 始 ま

り ， 世 界 的 な ド ル 安 と 銅 価 格 の 高 騰 が 影 響 し ， 

中 旬 に 1 ド ル 600 ペ ソ を 割 り 込 ん だ の ち ， 月 末 に

は589 . 15ペソ（28日 ）と前 月 末 差 ▲10.8ペソで終

了 した。 

 

（３） 株 価 －上 昇 している－  
２月 のIPSA値 （サンティアゴ主 要 株 式 指 数 ）は

5862 . 57 ポ イ ン ト （ １ 日 ） で 始 ま っ た 。 FRB の 金 利

引 上 げに対 する投 資 家 の懸 念 から下 落 したが，

月 末 に は5602 .83ポ イ ント （31日 ）と持 ち直 し ，前

月 末 比 ▲4.3％で終 了 した。 
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3．経 済 トピックス 

（１） 米 国 ヘリテージ財 団 の経 済 自 由 度 ランキング（チリ２０位 ）（報 道 ）  
 １日 発 表 の H e r i t a g e 財 団 の経 済 自 由 度 ランキング報 告 によれば，チ リは前 回 から１０位 下 落 し世

界 第 ２ ０ 位 。 但 し ， 中 南 米 で は 第 １ 位 。 上 位 は 香 港 ， シ ン ガ ポ ー ル ， Ｎ Ｚ ， ス イ ス ， 豪 州 ( 日 本 第 ３ ０

位 ) 。  

 報 告 書 は ， チ リ の 順 位 下 落 に つ い て は 財 産 権 ， 政 府 の 廉 潔 さ ， 司 法 の 効 率 性 ， 財 政 の 健 全 性 ，

労 働 自 由 度 でポイントを落 とした としている。  

 ま た ， 中 期 的 な 経 済 見 通 し は 強 固 な 経 済 要 素 に よ っ て 支 え られ て い る と し つ つ ， 石 油 の 輸 入 依 存 に

よ る 影 響 も 指 摘 。 チ リ は 中 南 米 諸 国 の 中 で は 最 も 汚 職 が 少 な い 一 方 ， バ チ ェ レ 現 政 権 中 の 税 制 改

正 ， 法 人 税 の 引 上 げは 影 響 したとし ている。  

 

（２） 電 気 通 信 分 野 が消 費 者 苦 情 ランキングトップ  
 消 費 者 庁 （ＳＥＲＮ ＡＣ ）と運 輸 通 信 省 通 信 次 官 官 房 （ＳＵＢ ＴＥＬ） が 受 け た，２０１７ 年 上 半 期 （１

～６ 月 ）の 苦 情 件 数 は ５ ５，１ ７４ 件 と ， 昨 年 同 期 （５３， ４４６ 件 ） と 比 較 し て３ ．２ ％ 上 昇 し た 。 中 で も ，

携 帯 電 話 サービスに対 する苦 情 が３８．４％と 最 も 多 かった。  

 同 期 の 苦 情 件 数 全 体 に 占 め る 分 野 別 割 合 は ， 第 一 位 が 電 気 通 信 （ １ ８ ． ８ ％ ） ， 第 二 位 が 小 売

（１８％），第 三 位 が 金 融 （１７．１％）だった。  

 携 帯 電 話 サ ー ビ ス の 主 な 内 容 は ， ユ ー ザ ー に 対 す る 情 報 提 供 ・ 注 意 喚 起 の 問 題 や サ ー ビ ス 品 質 の

悪 さ等 となっている。また， ＳＥＲＮＡＣは，携 帯 電 話 事 業 者 の E n t e l，M o v i s t a r ，W OM が提 供 して い

る「無 制 限 」サービスプランの広 告 は 消 費 者 に 誤 解 を 与 えていると 指 摘 し ている。  

 ラミレス 運 輸 通 信 省 通 信 次 官 は ， 電 気 通 信 事 業 者 とユ ーザー との 間 の 透 明 性 を 図 る ためのツ ー ルを

整 え て い る と 述 べ る と と も に ， そ の 例 と し て 昨 年 １ ０ 月 に 制 定 さ れ た 「 イ ン ター ネ ッ ト 速 度 を 保 障 す る 法 律

（ L a  R e y  d e  Ve l o c i d a d  Gr a n t i za d a  d e  I n t e r n e t） 」ではユーザーが契 約 前 にサービスの品 質 を明

確 に 知 る ことを 保 障 してい る旨 述 べた。  

 ま た， ＳＥ ＲＮ ＡＣは 電 気 通 信 分 野 を 重 要 視 し ， 消 費 者 保 護 の キ ャンペ ーン「あ な たの 権 利 を 電 気 通

信 に 接 続 しよう」を 自 身 のウェブページ等 で 展 開 し ている。 なお， 法 律 にでは ，ユーザーは ， 任 意 に 契 約 を

解 除 す る 権 利 ， 事 実 に 気 づ い た と き か ら６ ０ 日 以 内 に 電 気 通 信 企 業 に 苦 情 を 申 し 立 て る こ と が で き る

権 利 ， ５ 営 業 日 以 内 に 電 気 通 信 企 業 か ら 回 答 を 受 け 取 る こ と が で き る 権 利 ， ま た ， 回 答 が 得 ら れ な

かった場 合 は３０ 営 業 日 以 内 にＳＵＢＴＥＬに 申 し 立 てる ことができる 権 利 等 が 認 められている。  

 

（３） 公 的 債 務 残 高 の増 加 （報 道 ）  
 チ リ 中 銀 に よ れ ば ， ２ ０ １ ７ 年 の 公 的 債 務 残 高 は ４ ７ ３ ． ４ ４ 億 米 ド ル 。 対 前 年 比 で は ３ ４ ． １ ％ の 増

加 である。 債 務 は， 主 に 中 央 政 府 ， 地 方 自 治 体 及 び 大 学 によるもので ある。  

 対 外 公 的 債 務 は ，２０ １７年 １ ２ 月 末 時 点 で１ ９４．２１ 億 米 ドルに 達 し た。 これは 対 前 年 同 時 点 比

では７４％の増 加 である。 特 に， 中 央 政 府 による 債 務 が 昨 年 年 央 から急 上 昇 している。  

 一 方 ， 経 済 評 論 家 らは， 残 高 増 加 の 背 景 に， チリ国 内 非 居 住 者 によ る 債 券 購 入 を 挙 げて ，チリ 経

済 は２０１８ 年 ３％の 成 長 見 通 し という期 待 感 も あり， 財 政 悪 化 を 認 めつ つも， 大 きなリスクと はみて いな

い。  
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（４） 新 車 販 売 ３０％増 加 （２０１８年 １月 ）（報 道 ）  
 チ リ 全 国 自 動 車 協 会 （ ＡＮ ＡＣ ） に よ れ ば ， ２ ０ １ ８ 年 １ 月 の 新 車 販 売 台 数 は ， ３ ５ ， ３ ２ ２ 台 ， ６ ヶ 月

続 け て 毎 月 ３ 万 台 を 超 え て い る 。 チ リ 市 場 は ， こ れ ま で に 自 動 車 メ ー カ ー ７ １ 社 が モ デ ル 数 に し て １ ， ８ ０

０車 種 の売 り 込 みが行 われている競 争 市 場 である 。  

 Ａ Ｎ Ａ Ｃ は ， 新 車 販 売 の 増 加 理 由 と し て ， オ ー ト フ ァ イ ナ ン ス の 充 実 ， 為 替 （ 対 ド ル ・ ペ ソ 高 ） に よ る 価

格 競 争 を挙 げる。また，２ ０１８年 の 新 車 販 売 台 数 は，３７．５～３８．５万 台 を 見 通 す。  

 セ グ メン ト 別 に み る と ， 特 に 伸 び が 大 き か っ た の は Ｓ Ｕ Ｖで 対 前 年 同 月 比 ４ ６ ． １ ％ 増 の １ ２ ， ５ ７ ３ 台 。

トラックは 対 前 年 同 月 比 １２．１％増 の１，２３６ 台 。昨 年 １２ 月 を 除 くと３ヶ 月 続 けて 増 加 傾 向 にあ る。

ＡＮＡＣもこの 増 加 傾 向 は続 くと 見 ている。  

 

（５） チリ訪 問 観 光 客 の若 干 減 少 （アルゼンチン人 観 光 客 ）（報 道 ）  
 チ リ 観 光 は ， こ こ 数 年 ， チ リ 経 済 に と っ て ダ イ ナミ ッ クな セ ク ター で あ っ た が ここ に き て 低 速 気 味 で あ る 。 観

光 庁 は ， ２ ０ １ ８ 年 の チ リ 訪 問 観 光 客 は 約 ６ 百 万 人 ， 夏 季 シ ー ズ ン は 約 ３ ０ ０ 万 人 を 見 込 む 。 そ し て ，

観 光 による 外 貨 収 入 は， ４２億 米 ドルの 見 通 し。  

 ２ ０ １ ７ 年 １ ２ 月 ～ ２ ０ １ ８ 年 １ 月 の 外 国 人 観 光 客 は ， １ ５ ４ 万 人 。 ブ ラジ ル 人 や 他 国 の 観 光 客 は 堅

調 に 伸 び た が ， ア ル ゼ ン チ ン （ 亜 ） 人 が 前 年 か ら １ ６ ． ３ 万 人 減 少 し ８ ３ ． ５ 万 人 で あ っ た 。 観 光 業 連 盟

に よ れ ば ， 亜 観 光 客 の チ リ 訪 問 は 買 い 物 が 目 的 。 亜 観 光 客 の 減 少 は ， 亜 政 府 に よ る 電 気 製 品 の 関

税 引 下 げ 措 置 及 び 為 替 （ ド ル 高 ・ 対 亜 ペ ソ ） が 影 響 し て い る と み られ る 。 亜 観 光 客 に よ る チ リ 観 光 の ピ

ークは過 ぎたが， 引 き 続 き，亜 観 光 客 が 首 位 を占 めると言 う。  

 

（６） ２０１７年 ４／５の銅 鉱 山 は生 産 減 （報 道 ）  
 ２０ １ ７ 年 ， チ リ の 銅 鉱 山 の ５ 分 の ４ は 生 産 減 で あ っ た 。 大 規 模 銅 鉱 山 の う ち ，エ ス コン ディ ー ダ 鉱 山 ，

エル・テ ニエ ンテ 鉱 山 ， ロ ス ・ペ ラン ブレス 鉱 山 ， ア ン グ ロ・ア メリ カン・ス ル 鉱 山 は 減 少 ， コジ ャ ワシ 鉱 山 の み

は 増 加 で あっ た。 なお ， 前 記 の 大 規 模 鉱 山 が 占 め るチリ 全 体 の 銅 の 生 産 割 合 は４８ ％を 占 め る。 生 産

減 少 は， 中 規 模 鉱 山 で は顕 著 であった。  

 チリ銅 委 員 会 （ＣＯＣＨ ＩＬＣＯ）によれば，エスコン ディーダ鉱 山 の２０１７ 年 の銅 生 産 量 は，９２５ 千 トン

で 対 前 年 比 で は ７ ． ６ ％ 減 で ， ２ ０ １ １ 年 以 来 の 低 水 準 で あ っ た 。 特 に ， 昨 年 は ４ ４ 日 間 の 労 働 ス ト が

生 産 減 に 影 響 した。  

 生 産 減 の 背 景 に ， 鉱 山 の 老 朽 化 ， 特 に ， エ ル ・テ ニ エ ンテ 鉱 山 に 至 っ て は １ ０ ０ 年 の 歴 史 が あ り ， そ の

他 鉱 山 でも 鉱 床 の 品 位 低 下 という課 題 に 直 面 し ている。  

 品 位 の 低 下 によ って は ，（ 鉱 山 は 生 産 の） 減 退 を埋 め 合 わせるた めに 追 加 投 資 を 迫 られる が， 投 資 タ

イミングは必 ずしも 間 に 合 っているとは 言 えない。  

 

（７） 中 南 米 諸 国 の汚 職 度 ランキング（報 道 ）  
 ＮＧＯ国 際 汚 職 感 知 イ ンデックス（Tr a n s p a r e n c i a  I n t e r n ac i o n a l  I n d i c e  d e  P e r c e p c i o n  d e  l a  

C o r r u p c i o n ）の 報 告 に よれ ば ， 中 南 米 諸 国 の 中 で 汚 職 の 少 な い 国 で は ，ウ ルグ アイ 及 び チ リ が 上 位 を

占 め ， そ の 後 ， コ ス タ リ カ 及 び キ ュ ー バ が 続 く 。 逆 に ， 汚 職 の 多 い 国 で は ， ベ ネ ズ エ ラ 及 び ハ イ チ が 上 位 を

占 める。  

 報 告 書 は ， 多 くの 国 で は 改 善 の 努 力 が 遅 々 と し てお り， 過 去 ６ 年 間 で 大 きな 進 歩 は 見 られな い とし て
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い る 。 改 善 が 目 立 っ た 国 で は ア ル ゼ ン チ ン ， ペ ル ー 及 び ハ イ チ ， 悪 化 し た 国 で は ブ ラ ジ ル 及 び エ ル サ ル バ ド

ル。また，汚 職 の 多 い国 では，報 道 の 自 由 も 制 限 されている 。  

 

（８） アグア・ネグラ回 廊 の通 過 人 数 （報 道 ）  
 ア グ ア ・ ネ グ ラ 回 廊 に 係 る 統 計 に よ れ ば ， 夏 季 シ ー ズ ン （ １ ２ ～ ２ 月 ） の 同 回 廊 の 通 過 人 数 は ， ７ ３ ， ７

３５名 。 前 年 か らは３ ，０００名 減 少 し た。うちアル ゼンチン（ 亜 ）人 の 通 過 は ，３８，１８２名 。 同 回 廊 は，

チリ・亜 国 境 では 最 も 通 行 人 数 が 多 い 回 廊 の一 つである。  

 

（９） チリの海 底 光 ファイバーケーブル計 画 （通 信 次 官 のコメント）（報 道 ）  
 運 輸 通 信 省 ラ ミ レ ス 通 信 次 官 は ， 昨 日 （ ２ ３ 日 ） 出 席 し た 同 省 の イ ベ ン ト に 於 い て ， （ 現 在 進 ん で い

る ） い く つ か の イ ニ シ ア テ ィ ブ は ， パ メ ラ ・ ヒ デ ィ 次 期 通 信 次 官 下 で 進 展 す る こ と を 期 待 す る ， そ の 中 で チ リ

南 部 海 底 光 フ ァ イ バー ケ ー ブ ル 計 画 に つ い て は ， （ 当 該 ケ ー ブ ル が 敷 設 され る ） マ ガジ ャ ネ ス 州 の み な らず

国 全 体 を変 える「象 徴 的 」な計 画 である， と 述 べた。  

 ま た ， 「 ラ 」 通 信 次 官 は ， チ リ と ア ジ ア を 接 続 す る 光 フ ァ イ バ ー ケ ー ブ ル 計 画 に つ い て は ， 既 に 中 国 の 通

信 事 業 者 と チ リ ・ テ レ フ ォ ニ カ 社 が 中 心 と な り ， 中 国 と チ リ の 間 で 対 話 を 保 っ て い る と 述 べ た 。 更 に チ リ 国

内 のインフラ計 画 を 強 調 し，インフラ展 開 には 地 方 政 府 との 対 話 も 重 要 であ る，と 述 べた。  

 

（１０） 自 動 車 盗 難 件 数 （トヨタ車 上 位 ）（報 道 ）  
 チ リ 保 険 協 会 の 自 動 車 盗 難 統 計 局 ( Ｄ Ｅ Ｒ Ｙ ) に よ れ ば ， ２ ０ １ ７ 年 ２ 月 か ら２ ０ １ ８ 年 １ 月 の 盗 難 保

険 付 与 の 自 動 車 盗 難 件 数 は９，９８６件 であっ た。  

 盗 難 頻 度 の 高 い 車 の セグメント 上 位 はトラッ ク， セダン及 びＳＵＶ。 車 種 で はトヨタの ハイラッ クス３１１台 、

現 代 自 動 車 のアクセント３０６台 、トヨ タのヤリス２５０台 が 上 位 を占 める 。  

 

（１１） デジタルＴＶ放 送 システムの入 札 （報 道 ）  
  昨 ２ ３ 日 、 地 方 テ レ ビ 放 送 局 及 び コ ミ ュ ニ テ ィ 放 送 局 向 け の デ ジ タル Ｔ Ｖ の 放 送 シ ス テ ム の 助 成 に 係

る公 共 入 札 が 開 始 され た。金 額 は、 約 ５，７５０ 百 万 ペソ ( 約 ９７０万 米 ド ル相 当 ) 。  

  入 札 に よ っ て 、 デ ジ タ ル 放 送 方 式 Ｉ Ｓ Ｄ Ｂ － Ｔ ｂ の 送 信 エ ン コー ダ ー ， 送 信 機 及 び ア ン テ ナ 等 の 機 器 の

購 入 費 用 に 財 源 が 充 て られる。  
（以 上 ） 


